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区分 項 目 内 容 

１ 医療機器・器具 1.生体モニターのアラーム音、音色 

2.生体モニターのデータ 

3.気管挿管チューブの口径に合わないプラスチック

ネブライザーへの変更 

２ マニュアル 4.吸入時のケア 

5.挿管中のケア 

３ 急変時の対応の周知 6.緊急コール（コードブルーなど） 

7.心肺停止時の蘇生の優先順位 

４ 院内連携 8.他科連携強化（他科のサポート） 

9.診療録への記載 

５ 患者説明 10.説明文書、同意書の標準化（体制を含めて） 

11.看護師による IC後の患者、家族の反応の確認 

６ 教育 12.気管挿管チューブの逸脱・迷入により生命の危険

に陥りやすいこと 

13.人工呼吸器と気管切開チューブ 

７ 治療・処置 14.気管挿管チューブ内腔狭小化時対応 

15.気管切開チューブの皮膚縫合の検討 

16.気管挿管チューブからの吸入指示 

８ 病院全体 17.医療従事者の数を含めた医療体制の見直し 


